
あなたのレポーター　The Aquaculture

育てる漁業
令和8年1月1日

NO.506
発行所／公益社団法人北海道栽培漁業振興公社
発行人／阿部国雄
〒０６０-０００３ 札幌市中央区北3条西7丁目

（北海道水産ビル3階）
TEL（011）271-7731／FAX（011）271-1606
ホームページ https://www.saibai.or.jp

ISSN  1883-5384

　根室管内におけるニシン漁場は、かつては別海町と根室市に
またがる風蓮湖および根室湾が中心でしたが、近年は根室海峡
へも拡大を見せています。ニシン資源の回復は顕著であり、昨
年の根室管内8単協によるニシンの総水揚げ量は 6,000 トンを
超えるなど、管内における重要な漁業資源となっています。
　根室管内ではニシン資源の増大を目的として、平成12年に別
海町が根室市の協力を得て事業主体となり、別海町走古丹に「別
海町ニシン種苗生産センター」を設置しました。別海漁協をは
じめとする根室管内8単協は「根室管内ニシン種苗生産運営委
員会」を組織し、同センターの効率的な運営に取り組んでいます。
　近年では、全長60mmのニシン種苗が毎年250万尾以上放流
されており、資源管理とあわせてその放流効果も確認されてい
ます。同センターは、根室管内が一体となってニシン資源の増
大を推進するための中核的な施設（中尾センター長）として、重
要な役割を担っています。
　また、当公社では栽培漁業振興事業を通じて、こうした地域
の積極的な栽培漁業の取組を支援し、北海道の栽培漁業の推
進に寄与しています。

　　　　 風蓮湖ニシンの輝き CONTENTS　目次

令和８年　年頭所感…………………………2
（公社）北海道栽培漁業振興公社　代表理事会長　阿部　国雄

漁業士発　アクアカルチャーロード……………3
指導漁業士（白糠漁協）　　加

か と う

藤　直
な お と

人さん

栽培公社発　アクアカルチャーロード…… 4〜8
朱太川におけるアユ仔魚の降河状況

栽培漁業技術情報……………………………9
微細藻類培養装置への期待

明日の浜へチャレンジ…………… 10〜11
浜も多様性の時代に
〜外国人技能実習生の受け入れの実際〜
増毛漁業協同組合　ホタテ増養殖部会

浜のトピックス…………………………… 12
熊石事業所のエゾアワビ種苗生産・供給再開のお知らせ
令和７年度　育てる漁業研究会を開催



公益社団法人　北海道栽培漁業振興公社
　　　　　　　　　　　　代表理事会長 阿 部 国 雄阿 部 国 雄

年頭所感年頭所感

　新年明けましておめでとうございます。
皆様方におかれましては、つつがなく新しい
年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げ
ます。

　さて、近年の本道水産業は、海洋環境の変
化などにより、漁業生産が減少していること
から、水産資源の維持・増大を図るため、広
域に回遊するニシンやヒラメ、マツカワなど
の栽培漁業の重要性が高まっています。

　こうした中、昨年６月には、「守りぬく　光
輝く　豊かな海」をテーマに第１回北海道豊か
な海づくり大会が小樽市で開催されました。
放流行事では、当公社羽幌事業所で生産され
たニシン種苗が、美しく豊かな海を次世代に
つないでいく思いを込めて放流され、つくり
育てる漁業の推進について理解と関心を深め
る大変有意義な機会となりました。

　迎えます本年は、まず種苗生産事業では、
熊石事業所においてアワビ筋萎縮症対策とし
て有効な紫外線殺菌装置が昨年末に導入され
たことにより、感染リスクが大幅に低減され
る見通しが立ったことから、エゾアワビ種苗
の供給を再開いたします。

　また、他の魚種につきましても、へい死や
魚病対策魚病対策の一層の徹底を図るため、研修会等

へ積極的に参加するなどして生産技術の向上
に努め、浜のご期待にお応えできるよう、安
定生産に取り組んでまいります。

　さらに、栽培漁業指導事業、栽培漁業振興
事業、水産多面的発揮対策事業、調査事業では、
「第Ⅱ期中期経営計画」に基づき、引き続き具
体的課題に取り組んでまいります。

　公社では、施設の老朽化など様々な課題が
山積しておりますが、今年の干支は「午（うま）」
であり、馬は常に前進することから、物事が
順調に進み、良い方向へ向かう年と言われて
おります。

　公社におきましても、全道の漁業者の方々
や漁業協同組合をはじめ、水産庁、北海道庁、
関係市町村、道総研水産試験場など研究機関、
水産技術普及指導所の皆様との連携を一層深
め、「豊かな資源と育む環境をミライへ」の理
念の実現に向けて役職員一同、全力で職務に
取り組んでまいりますので、本年も変わらぬ
ご理解とご指導を賜りますようお願い申し上
げます。

　年頭にあたり、末筆ではございますが、皆
様のご健勝とご多幸、併せて安全操業と豊漁併せて安全操業と豊漁
を心から祈念申し上げまして、新年のご挨拶を心から祈念申し上げまして、新年のご挨拶
とさせていただきます。とさせていただきます。
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漁業士発 アクアカルチャーロード

　本日（11月26日）終漁した白糠のシシャ

モ漁。元々漁の期間が40日間と短い上に、

今年は２、３日おきに時化が発生し出漁

が長く続かず、わずか14日間の操業とな

りました。釧路十勝海域では近年漁獲枠

を毎年定めて漁を行っており、今年白糠

は35㌧の漁獲となりました（昨年は30㌧）。

　「資源的にはいくらか増えている印象

です。今年は時化でちょうどいい時に出

られなかったのが響きました。オスは

例年並みの大きさでしたが、メスはサ

イズが小さかったですね」。

　魚価は一時㌔4,000円と高騰しました

が、最後の方は㌔2,000円台に下落しま

した。平成24年には159㌧獲れていた

のが令和４年には50㌧と、約３分の１

となりました。そんな中、５〜６年前

には一日で100箱獲れる大漁になったこ

ともあったといいます。

　毎年シーズンになると、白糠方面に

向かって来るシシャモは、広尾から東の

方へと移動し、最後は茶路川と庶路川、

さらには釧路川に上ります。

　白糠町では平成13年から天然産卵方

式による「庶路川ししゃもふ化場」を建設

し、人工ふ化事業を行っています。また

「下りシシャモ」といって、一度川に上っ

たものが河口に下りてくる現象が見られ

ますが、その時資源保護のため漁を切

り上げるようにしているそうです。

　シシャモが産卵のために川に上る時

には夜間黒い帯のようになって見えるの

で、そこを狙って夜中に密漁者が現れ

ることがあります。漁師達で見回りをし

て警察に通報することもありましたが、

今は上る量も少なくなってきているの

で、大々的にやることはなくなったよう

です。

　

　シシャモ資源が減少する中、白糠漁

協では白糠町や普及指導所の協力の

下、ホタテの地撒き養殖を４年前から

行っています。これまで水中ドローン

を使って養殖に適した場所を探したり、

海底で八尺を引いて漁場造成したり、

ホタテ稚貝の育ち具合を見ていました。

　「一番最初は漁場造成をしないで撒

いたのですが、生き残りが少なかった

です。きちんと造成した場所ではやはり

生残率はいいです。12月の頭に漁期前

調査を行う予定です」。来春は初の水揚

げを予定しており、いよいよ本格稼働し

ます。漁協の新しい牽引役の魚種として、

ホタテに大きな期待がかかります。

　

　

　面倒見のよい親分肌の加藤さん。こ

れまで青年部や漁業士会のリーダーと

して、調整を行ったり数々のまとめ役を

担って来られました。

　青年部長だった頃の思い出に残る出

来事として、22年前に大漁まつりのイベ

ントで、海難遺児のためのチャリティー

コンサートを企画したことを上げて下さ

いました。組合のメンバーと一緒に札幌

の共水連の事務所まで掛け合いに行っ

て、演歌歌手の鳥羽一郎さんを祭りに呼

ぶことに成功しました。祭りの当日には、

色々な団体や人を回って寄付を集め、全

国２位の募金額になったそうです。その

時厚岸漁協が１位だったので、悔しい

思いをしたとのことです。もちろん楽しい

ことばかりだけではありませんでした。

　「地区の漁青連会長や管内の漁業士

会の会長もやりました。会議を仕切る

上で意見を取りまとめるのは結構大変。

喋らない場合はこちらから当てて強制

的に話してもらったり。OB会も時々やっ

ています。漁師は獲ってなんぼ、飲ん

でなんぼの世界ですから」と語って下さ

いました。　　　　　

　

　　

　最後にこれからを担う若い漁師さん

への想いをお聞きしました。

　「昔シシャモ漁は厚岸や浜中から若

い衆が来ていたものですが、今は全

然来ません。息子に関してもまだまだ

で、いつ怪我するのではないかと心配

して見ています。早く一人前になって

ほしいですね。自分たちの時代は常に

先の先まで読んで動いたものですが、

息子を含め今の若い人達にも、そのよ

うな力を付けて欲しいですね」。

　当時は雇われではなくいつか親方に

なってやると息巻くハングリーさがあっ

たといいます。時代が変わるにつれ、

若い人の気質や求められるものも変化

していくのかもしれません。最後はこ

のように締めくくって下さいました。

　「これからの漁師は未来へと続く資

源を大切にしながら、海水温の上昇な

ど自然環境の変動にいつでも対応でき

るような体制を作っていってほしいで

すね」。

白糠漁協  指導漁業士

　 加
か と う

藤　直
な お と

人　さん

漁師のまとめ役として

ホタテ養殖にチャレンジ

　加藤さんは白糠町で奥様と息子さん、

お祖母様の４人暮らし。普段はシシャモ、

カニ漁などに従事しておられます。お父

様は定置網の船頭でしたが、それとは違

う漁船漁業者の道を選ばれたとのことで

す。近年厳しい資源状況が続く白糠のシ

シャモ漁の状況と、新しく取り組み始めた

ホタテ養殖、若い世代への想いなどにつ

いてお聞きしました。

若い人へのメッセージ

シシャモ漁の現在

シシャモ漁の現在と
ホタテ養殖へのチャレンジ
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朱太川におけるアユ仔魚の降河状況朱太川におけるアユ仔魚の降河状況
 1 はじめに

　朱太川は、北海道寿都郡黒松内町と虻田郡豊浦町の
境にある金山に源を発し、寿都湾と内浦湾を結ぶ渡島
半島の基部となる黒松内低地帯を、黒松内町市街地を
貫流後、北流して、日本海に注ぐ、流路延長43.5km、
流域面積361.7km2の二級河川です１）。
　朱太川を含めた黒松内町は、天然記念物の歌才ブナ
林をはじめ、横断構造物の無い朱太川、湿原、農地や
森林等が繋がり合う多様な生態系が成り立ち、河川連
続性の指標となるアユ、サケ、サクラマス、カジカな
ど通し回遊魚が生息しており、環境省により生物多様
性保全上重要な里地里山に選定されております２）。
　この朱太川では、朱太川漁業協同組合により内水面
の漁業権が設定され、カワヤツメやアユの資源保護と
漁場拡大などに取り組んでおります。毎年8月下旬には、
朱太川漁業協同組合及び黒松内町が主催して、天然ア
ユの産卵環境改善策（産卵場造成）が行われておりま
す。産卵場造成の方法は、重機を用いて河床を耕耘（こ
ううん）した後に、人力で金属製トンボ、レーキなど
を用いて、河床を平滑に均して、アユの産卵に適した
浮き石とするものです（写真１）。
　アユの生活史をまとめると図１のとおりです。一般
に、アユは秋に河川の中流域で産卵し、卵からふ化し
た仔魚は直ちに河川を流下して海域に入ります。秋か
ら春の低水温期に海域で生活し、春に稚魚となって海
域から河川へ遡上します。春から秋には河川の中流〜
上流域で生活し、生後1年で成熟、産卵し死亡する一年
魚です３, ４）。
　朱太川水系は、過去に浸水被害があり、河川環境に
配慮した治水対策の一環として、河川改修工事が行わ
れております。その改修工事に対して河川環境の整備
と保全の観点から、水生生物及びその生息・産卵環境、
河道内の樹木、堆積土砂などのモニタリングが行われ
ております。
　本稿では、北海道後志総合振興局小樽建設管理部の
発注を受け、既に改修工事が完了した水域において、
アユ生活史のうちふ化後の仔魚に着目して、平成28 〜

30年度の降河状況を整理致しました。

写真１　アユ産卵場造成状況　令和５年８月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月

：北海道では明らかになっていない成長段階の時期
※高橋勇夫・東健作（2006）：ここまで分かったアユの本．築地書館を一部改変

遡上期

河川定着期

河口・海域生活期？海域生活期？

降下期

ふ化・降
河期

産卵期

図１　アユの生活史

　高橋勇夫・東健作：ここまで分かったアユの本、
　築地書館（2006）を一部改変
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・扁平石について、顕微鏡に接続した耳石解析装置によ
り、耳石中心から縁辺にかけて日輪数を計数し、日齢
を読みました（写真４）。

写真２　採集されたアユ仔魚　平成30年度　　

 2 調査方法

 　調査時期は、アユ産卵が終了する時期である9月中旬
から10月中旬に設定しました。調査回数は、計2回/年
度としました。各調査は、アユのふ化時刻が17 〜 20時
に集中する（木村：1954 ５））生態を勘案して夕方から
夜間までの15 〜 24時までとし、河川流量、水温など環
境変化と降河量との関係を把握するために3時間間隔で
3回実施しました。併せて、栄橋で観測した濁度及び水
温の観測結果を活用し、アユ仔魚降河状況の関係につ
いて検討を行いました。
　調査地点は、ふ化したアユ仔魚が効率的に採集され
ると推定される河口域の左岸・中央・右岸に3地点を設
けました（図２）。

　降河するアユ仔魚の採集（写真２）は、北太平洋標
準プランクトンネット（口径 45cm，網目約0.3mm）を
用いました（写真３）。ネットには、ろ水計を装着して
ろ過流量の計測を行い、単位流量あたりの降河数を推
定しました。現地で採集直後に選別した仔魚は、70％
エタノールで液浸保存し、分析室でサンプルの種を同
定し、種ごとの計数を実施しました。併せて、仔魚の
河口まで到達するのに要する日数を把握するため、採
集個体の中からランダムに抽出した仔魚の耳石日齢を
解析しました。
　耳石日齢解析は、塚本（1991）6）に従い、以下の方
法で行いました。

・実体顕微鏡下で仔魚の頭部耳胞内にある扁平石、礫石
を摘出しました。

図２　調査位置図

写真３　プランクトンネット設置状況　
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.  3.　  調査結果

(1)アユ仔魚降河数と産着卵について

　3 ヶ年に亘る調査の結果、単位流量あたりの仔魚採

集数（降河数）は、2.7（H29.第1回）〜  135.3（H30.第1回）

尾/m3の範囲でした（図３）。一方、調査1回あたりの仔魚

採集数は、115   （H29.第1回）〜 5,372（H28.第2回）尾

の範囲であり、平成28年度が最も多く、次いで同30年度

であり、同29年度に最も少ない結果となりました。

　アユの合計産着卵数は、172（H30）〜 6,467（H28）

粒の範囲にあり、平成28年度が最も多く、同30年　度

が最も少なかったです。

　調査1回あたりのアユ仔魚採集数は、平成28年度に最

も多かったことから、産着卵からふ化した仔魚数も多かっ

たものと考えられ、ある程度、産着卵数とアユ仔魚採集

（降河）数との間には、関連性があるものと考えられます。

アユ仔魚耳石位置

55.3
74.3

2.7

40.7

135.3

16.2

第 回 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回

平成 年 平成 年 平成 年

ア
ユ

仔
魚

採
集

数
（

尾
）

ア
ユ

仔
魚

採
集
数

（
尾

㎥
）

アユ仔魚 アユ仔魚採集数（尾 ｍ ） アユ仔魚採集数（尾）

平成 年 平成 年 平成 年

ア
ユ
合

計
産
着

数
（
粒

）

アユ産着卵

合計産卵着卵数（粒）

図３　アユ仔魚降河数、アユ産着卵数の推移

耳石日周輪　３日齢個体

写真４　アユ仔魚の耳石日周輪

礫石
右側

扁平石

２日齢 １日齢３日齢
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(2)アユ仔魚の日齢について

　平成28 〜 30年度におけるアユ仔魚の日齢は0 〜 4日

の範囲にあり、2日齢が最も多く、3 ヶ年の中で0 〜 3日

齢が約99%を占めました（図４）。なお、平成28年度の日

齢は、0 〜 4日齢と範囲が同29 〜 30年度に比べて幅広

い結果でした。このことは、同28年度におけるアユ産着

卵数及び仔魚採集数の平均（5,143.5尾）が他2ヶ年に比

べて最も多かったことから、産卵場から河口に降河した

仔魚の日数に差が生じたものと考えられます。

　アユはふ化後約3 〜 9日で栄養源となる卵黄を吸収し、

絶食日数が6日以上になると摂食しても50%以上の個体

が斃死する（兵藤ら：1985７） ）とされております。また、

｢アユ仔魚の卵黄は4日しかもたない。さらに、ふ化直後

のアユはメラニン色素をほとんど持たないため、紫外線

の悪影響を受けやすい。そのため、できるだけ早く餌の

豊富な海に降下する必要がある（高橋： 2016３） ）｣ との指

摘があります。

　調査により、河口で採集されたアユ仔魚の日齢が最大

で4日であったことから、アユ仔魚はふ化後速やかに河口

まで降河したものと判断されます。

(3)アユ仔魚降河と河川環境について

　アユ仔魚の単位流量あたりの採集数が最も多かった平

成30年度について、河川流量（実橋）、降水量（黒松内町）、

濁度から換算したSS（浮遊懸濁物質）換算値及び河川

水温（栄橋　図１）、降河数との関係について以下に検討

を行いました（図５）。

　第１回（9月27日）は、調査5日前から前日にかけての

累積49.0mmの降雨に伴い河川流量が豊水状態で、河

川水温が12 〜 13℃台とアユ卵のふ化適水温とされる12

〜20℃の範囲にあり（伊藤： 1971８） ）、SS換算値が4.0 〜

93.0mg/Lの範囲で仔魚が採集されました。

　第2回（10月11日）は、調査4 〜 5日前の10月6 〜 7日に

累積48.5mmの降雨に伴い河川流量が豊水状態で、河

川水温がふ化適水温である12 〜  13℃台、SS換算値が3.0

〜 4.0mg/Lの範囲と第1回に比べて低い値を示しました。

　（公社）日本水産資源保護協会（2018）９）によると、SS

が1ヶ月の飼育実験で10mg/L程度以上で成長に影響が

あることを指摘しております。平成30年度のSSの推移を

見ると、10mg/L以上の継続期間が9月27日に約1日、10

月11日に約2日と短期間であったことから、河川の濁りが

アユの成長に大きな影響はなかったと判断されます。

　河口におけるアユ仔魚降河数の日周変化は、仔魚の採

集数が最も多かった平成30年度の第1回を見ると、21時

に入網数が増え、24時が最も多い結果でした（図６）。

　アユのふ化時刻は、富山県庄川で降河盛期が 22時と

されていることから（田子：1999１０） ）、平成30年度の朱

太川におけるアユ仔魚の降河状況は、既往文献と同様

の結果でありました。

  5 

 4.　  おわりに

今回の耳石を用いたアユ仔魚降河日数の把握は、
移動範囲や移動に要した日数などの生体情報を遠隔計

測する（バイオテレメトリー）調査が困難な稚仔魚につ

いて、ふ化から経過した日数を評価する上で有効な手

法であり、河川環境整備への活用が可能になるものと

考えられます。

　今後、事業者及び学識経験者と連携を図りながら、

河川の水生生物とその生息・生育場、産卵場に配慮し

た河川環境や生態系を積極的に回復・改善（保全及

び創出）に向けて、ネイチャーポジティブ（自然再興）

の一翼を担えるよう技術向上に努めて参りたいと考え

ております。

個
体
数
（
尾
）

アユ仔魚の日齢（日）

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

図４　アユ仔魚の日齢頻度分布　
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　ウニやマナマコの種苗生産では、初期餌料とな

る微細藻類の質は、種苗の成長や生存率を大きく

左右します。

　道内の各種苗生産施設では、「浮遊珪藻（植物プ

ランクトン）」の一種であるキートセロス・グラシ

リス（以下、「キート」という）をウニやマナマコの

浮遊幼生期に与える初期餌料として広く使用して

います。

　しかし、このキートの培養には、元株の維持、

純粋性の確保、水温／光／栄養塩管理など高度な

技術と手間を要し、大量かつ安定的な生産は容易

ではありません。そのため、キート生産は種苗生

産施設にとって大きな労力負担となっており、こ

れまで自家生産を行ってきた施設でも、負担軽減

やコスト削減を目的として自家培養を取りやめる

例が増えており、厚岸町カキ種苗センターなどが

供給する濃縮キートへの需要が高まりました。特

に、厚岸町カキ種苗センターのキートは、低価格

で品質が優れていることから道内での根強い人気

があります。しかし、近年は諸般の事情により供

給量の調整が行われていることから、各施設では

不足分を道外から購入している状況にあります。

　当公社をはじめ、多くのウニやマナマコの種苗

生産施設にとって、より良質なキートの安定的な

確保はまさに種苗生産の生命線となっています。

こうした中、外国の企業が開発した微細藻類培養

装置が水産増養殖業界において注目を集めていま

す。同社の装置は北米をはじめ世界３５カ国で

３００台以上が稼働しており、国内でも導入が進

行しています。道内では上磯郡漁業協同組合が試

験導入し、ウニの種苗生産施設での利活用に向け

た取り組みを進めています。

　従来の水槽での培養は、汚染や光量不足、季節

による温度変化などの影響を受けやすく、安定し

た藻類の確保や管理に多くの労力が必要でした

が、同社が開発した微細藻類培養装置は、光・温

度・ｐH濃度といった培養条件を自動管理する密

閉型の装置で、外部からの雑菌混入を防ぎながら、

毎日安定して高品質の微細藻類を大量に生産でき

るとされています。

　また、遠隔操作や自動洗浄機能を備えており、

管理作業の大幅な省力化と生産性向上が期待され

ています。

　近年、大規模な赤潮発生によりウニが大量へい

死した海域もありましたが、その後、関係者の懸

命な種苗放流等の取り組みにより、資源回復が顕

著にみられる海域も現れ、ウニ種苗放流の動きも

再び活発になっています。

　当公社においても、今後の道内各施設の動向も

踏まえつつ、種苗生産の生命線となる良質なキー

トの安定生産に向け、鋭意検討を進めてまいりま

す。

微細藻類培養装置への期待微細藻類培養装置への期待

微細藻類培養装置
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習生であれば、そのまま３年まで続け

られるといいます。しかし合わない場

合、１年や２ヶ月経つと帰国したり、

中には失踪する人もいたそうです。「そ

の理由の多くは都会と地方の給料の違

い」だと土橋さんは言います。東京の大

都市圏では額面で給料を30万円もらえ

るとすると、増毛では16万円。東京は

生活費が倍かかるので、手取りにする

と増毛と同じだと説明しても、なかな

か理解してもらうことは難しいようで

す。北海道は灯油代がかかってしまう

のが痛いところ。受け入れをしていて、

これまで窃盗や喧嘩などのトラブルは

ありませんでしたが、契約満了まで至

らなかった人達はこれまで３人いまし

た。

　監理団体は１ヶ月に１度訪問して、

実習生の様子を伺い、土橋さんに対し

て聞き取り調査を行って行きます。外

国の人は人間関係に対してフラットな

ことが多いので、日本に来た初期の段

階で、上下関係を重んじることは日本

の文化であることを、よく知ってもら

うことが大事だと土橋さんは言います。

　「社長が一番偉いということ、この人

の言うことは聞かなくてはならないな

どと、パワハラにならないようにはっ

きりとした言葉で指導することを心が

けています。」

　このように土橋さんをはじめ、日本

人の部会員達は実習生に対して根気よ

く指導を続け、実習生が業務の引き継

　町の中心部に重厚な石造りの倉庫群

や趣のある木造建築物が立ち並ぶ増毛

町。ニシン商人や網元ら財を成した往

事の様子を忍ばせます。 1751年、松

前の商人がこの地に番屋を設けたのが

町の始まりです。

　増毛町の人口は、ニシン終漁時の昭

和31年には17,275人と最多になりま

したが、昭和40年代から人口流出が進

み、2025年10月現在では3,416人（男

1,582人、女1,834人）となっています。

町では人口減少と高齢化で、65歳以上

になっても働き続ける人が多く、女性

の就労者も少なくありません。

　過疎化を食い止めるため、町では関

係人口の増加や、地域おこし協力隊制

度の活用などに取り組んでいます。

　土橋さんが所属する増毛漁協のホタ

テ増養殖部会でも、高齢化や過疎化に

よって稚貝作業の人員確保が難しく

なっていました。昨年の増毛漁協の稚

貝の生産量は2,775㌧。その８割を宗谷・

猿払・枝幸・紋別などのオホーツク海

方面や道東の野付へ出荷しています。

作業量が膨大なため、春の出荷や夏と

秋の分散作業には、パートを含め20人

以上の人員が必要とされています。　

　札幌の監理団体協力の下、土橋さん

は技能実習生の受け入れ計画書を作成。

2013年に新規調整漁業種として、ホ

タテ養殖業が認定を受けることとなり

ました。翌年の2014年、留萌管内で

は初となる技能実習生の受け入れを行

いました。

　最初に受け入れた実習生はベトナム

人女性２名でした。後方作業である稚

貝の出荷、分散、養殖カゴの修繕・洗

浄などを担当してもらいました。その

３年後、最初の実習生が満期と

なる年に、入れ替えでベトナム

人女性３名を受け入れました。

2022年にはインドネシア人の

男性２名を受け入れ、現在玉付

けなどの沖作業を手伝っても

らっています。

　男性と女性を受け入れる場合

には、それぞれ別の寮を用意し

なければなりません。倉庫を男

性寮として改修し、３名の受け

入れを可能としました。

　１年以上続いて作業できる実

技能実習生受け入れの経緯

写真２　 倉庫を改造した男性寮を案内してくれる
土橋さん。部屋は２階にあり、３名が受け入れ可能。

写真３　現在インドネシア人女性２名
とベトナム人男性１名（左奥）を受け入
れ中。和やかな雰囲気で静かに作業。

写真４　フグによる網の食害。シーズン
毎に相当な量が被害に遭っている。

写真１　 増毛港と増毛漁協

＝外国人技能実習生の受け入れの実際＝＝外国人技能実習生の受け入れの実際＝

浜も多様性の時代に浜も多様性の時代に

増毛漁業協同組合  ホタテ増養殖部会
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ぎまでもできるようになりました。

　ベトナム人の方が残業することを厭

わないようで、母国にたくさんお金を

持って帰りたいという気持ちが強いの

が理由のようです。一方、インドネシ

アの人は頑張屋ですが、のんびりして

おり、積極的に残業をすることはない

ようです。ベトナム人は仏教徒なので

日本人と感覚が近い一方で、インドネ

シア人が信仰しているイスラム教で

は、酒を飲まなかったり、祈ったり、

豚肉を禁じたり、断食をするので、国

が違えばタイプも全く違ってきます。

ですが、大きな体でどんと構えてにこ

やかに語る土橋さんを見ると、実習生

も安心して身を任せられるのではない

でしょうか。

　土橋さんの部会ではこれまでの11年

間で計13名の受け入れを行ってきま

した。この実績により、現在９軒ある

ホタテ養殖部会のうち３軒が技能実習

生の受け入れを行うようになり、他地

域からも相談を受けるようになりまし

た。

　「外国人受け入れに対して世間の目

が厳しくなっていますが、真面目に

やっている所や外国から来た人が、今

後損を被ることがないようにと願って

います。揉めているのはごく一部では

なでしょうか」と土橋さんは語ります。

　今後、実習生の制度が育成就労制度

に変わり、１年で職場を変えることが

できるようになります。そうなると都

会の別の企業に流れて行くのは必至で

はないかと土橋さんは懸念していま

す。最初に受け入れを行った企業が渡

航費や寮の準備など初期費用を負担す

ることになります。また、日本語や日

本での生活の仕方についても最初の受

け入れ先が教える必要があり、負担が

制度変更への懸念

写真６　  渦高く積まれたホタテ稚貝養
殖に使うザブトンカゴ。この量を100回
入れ替えた分だけ作業しなくてはなら
ない。

写真９　青年部活動では酒の販売で得
た収益を地域の子供団体へ寄付してい
る。

写真７　総出で行う分散作業。人手不足
で猫の手も借りたい忙しさ。

女性漁業者交流大会では、北海道代表

３人のうちの一人として発表し、ＪＦ

全国女性連・ＪＦ全国漁青連会長賞を

受賞しています。

　増毛漁協の青年部長も務める土橋さ

んは、ホタテ稚貝の養殖だけでなく、

地元の酒造会社とコラボして開発した

「漁師の力酒（ちからみず）」を、青年部

員達と共に販売し、得た収益金を町の

児童団体に寄付しています。子供達へ

の未来も見据えながら、増毛の町を活

気づけようと日々頑張っておられます。

写真５　増毛の海。今年も海水温が高く、
ホタテ稚貝の成長も鈍っていたという。

写真８　 全道青年女性漁業者交流大会
での取組み発表で道漁連会長賞を受賞。

増毛の未来と子ども達のために

大きくなります。都

会にある企業の方が

どうしても得になっ

てしまうので、制度

的に不公平にならな

いことを希望してい

ます。地方の一次産

業が弱っていくこと

がないように、国は

もっと現場を見てほ

しいと土橋さんは訴

えます。

　北海道でホタテ船をやっている所で

は、一つの船に日本人の親方１人と外

国人が５人というような、日本人漁業

者より外国人の方が多い所がたくさん

あるといいます。日本の一次産業の人

口地図が大きく変わりつつある状況を、

現場で働く人の口から直接聞くと、事

態の重みを感じずにはいられません。

外国人を受け入れなければ事業が成り

立たず、とはいえ闇雲に人を受け入れ

れば混乱が生じる恐れがあります。受

け入れは今後も慎重に行わなくてはい

けません。

　実習生の力も借りて網の修繕作業を

しっかりと行うことで、資材購入の費

用も減らせるようになりました。

　「実習生を受け入れることで確かに助

かっています。分散の時には人手不足

になるので、日本人のアルバイトも集

めて夜中にも作業を行っています。決

して良かったということばかりではな

いですね」と土橋さんは笑います。　　

　土橋さんは本年１月に行われた第70

回全道青年女性漁業者交流大会で増毛

漁協ホタテ養殖部会の技能実習生受け

入れの取り組みついて発表し、最高賞

の北海道漁連会長賞を受賞しました。

３月に東京で開かれた第30回全国青年・
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　熊石事業所では、現在、北海道で唯一エゾアワビの種苗生産を行っておりますが、令

和５年度の種苗生産において、北海道で初めてとなるウイルス性疾患「筋萎縮症」の発症

が確認されました。疾病の拡大防止の観点から、種苗供給先の皆様のご理解とご協力

を得ながら、今年度まで出荷を見合わせてまいりました。

　この間、専門家を招いて生産体制の安定に向けた検討を行い、紫外線殺菌装置の導入

および施設内での徹底した感染対策について助言と指導をいただきました。

　こうした検討を踏まえ、北海道と紫外線殺菌装置の導入を協議しておりましたが、この

度、国の補助事業を活用し、30mJ/c㎡以上に対応した大型紫外線殺菌装置の導入が決

定され、令和７年１２月に、ろ過海水処理量250㎥ /h×１基と160㎥ /h×1基の計2基の設

置が完了しました。

　また、公社では令和６年度及び令和７年度の２年間、小型紫外線殺菌装置の試験導入

と施設内の徹底した感染対策を実施し、本生産再開に向け準備を進めておりました。

　これらの対策強化により、筋萎縮症に係る感染リスクが大幅に低減される見通しとなっ

たことから、令和８年度より種苗の供給を再開いたします。

熊石事業所のエゾアワビ種苗生産・供給再開のお知らせ熊石事業所のエゾアワビ種苗生産・供給再開のお知らせ
　～ 紫外線殺菌装置の設置 ～～ 紫外線殺菌装置の設置 ～

令和７年度　育てる漁業研究会を開催します令和７年度　育てる漁業研究会を開催します

□ 主　　催　公益社団法人　北海道栽培漁業振興公社　　　

□ 後　　援　北海道水産林務部

□ 開催日時　令和８年１月１６日（金）9:00 〜 12:00

□ 開催場所　北海道第二水産ビル８階大会議室

□　基調講演
　　「産学官民による戦略的な水産増養殖産業の創出」
　　　〜増養殖に特化した学科を立ち上げて
　　　　見えてきたこと〜
　　福井県立大学　海洋生物資源学部　
　　先端増養殖科学科　特命教授　富永　修

　テーマ　　「北海道における革新的な増養殖業の創出について」

□　事例紹介１
　　マガキの成熟抑制による早期出荷技術開発
　　道総研中央水試　主査　近田　靖子

□　事例紹介２
　　秋から冬に行う未利用キタムラサキウニの
　　養殖技術開発
　　道総研栽培水試　研究主幹　川崎　琢真

□　総括ディスカッション
　　【コーディネーター】
　　　公益社団法人　北海道栽培漁業振興公社
　　　代表理事副会長　三宅　博哉
　　【パネラー】
　　　富永　修、川崎　琢真、近田　靖子 


